
SANZUI  vol.04_ 2014 early summer   20-21

　小学生の時ミュージカルに触れてから、

夢はずっとダンサーになること。様々な

ジャンルのダンスを習ったが、自由なと

ころに惹かれコンテンポラリー・ダンス

の世界へ。「全く自分にないものに触れ

ることで表現の幅が広がる」と、舞台に

留まらず、他ジャンル公演や、美術館・

寺社等でのパフォーマンスなど、表現の

場は多彩だ。シルク・ドゥ・ソレイユ登

録アーティストでもある。国際的な評価

を持つイスラエルのダンスカンパニーに

招聘され、昨秋より腰を据えて世界と向

き合っている。「昔はステージに上がる

と観客席が暗くブラックホールのようで

怖かった。でも今は、お客様の空気や高

揚感を感じながら、自分の心を開いて踊

るのが楽しい。せっかく観に来て下さっ

ているのだから、お客様が異空間にト

リップできるようなダンスを踊っていき

たい」

若き実演家の未来 アートディレクターの眼

イラストがチャーミングで、すぐ手に取ってしまった
フライヤー。タイトルも同じように切り文字を使い、
ワクワク感倍増。中面（見せれなくてすみません）
は出演者の美しい写真なのだが、イラストとの対比
が面白い。観客にニオイカードを配ったり、衣装や
ダンスにも凝っているみたいで、ぜひ観てみたい。

このフライヤーはA３サイズで、半分に折られてい
たのだが、まず「万獣こわい」のロゴが目に入って
きた。ロゴのクオリティの高さに感動しながら広げ
ると、×のマスクを付けた出演者の写真が、恐怖と
謎を更に伝えていて、ゾクゾクする。日本全国の人
に観て欲しい。 http://www.parco-play.com/

ナイロン100℃『パン屋文六の思案』
～続・岸田國士ー幕劇コレクション～

2014年4月10日（木）～5月3日（土・祝）／青山円形劇場
作：岸田國士／潤色・構成・演出：ケラリーノ・サンドロヴィッチ

デザイン：坂村健次／イラスト：あずみ虫

パルコ・プロデュース ねずみの三銃士『万獣こわい』
2014年3月15日（土）～6月1日（日）
パルコ劇場（東京）ほか、大阪・札幌・仙台・福岡・那覇など９会場

作：宮藤官九郎／演出：河原雅彦
デザイン：河野真一

最近色々な公演のフライヤーが面白くなって来ている。
ここでは5月から8月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。

　沖縄県南風原高等学校には、県内でも珍しい郷土文化

コースがある。沖縄では、三線や踊りは身近なイメージだ

が、コースに所属する約30名の生徒の3分の2は実は初心

者。授業では地唄、踊り、エイサー、獅子舞などの芸能の

背景や基礎的な所作を学び、学校行事や地域の敬老会など

でも披露している。郷土芸能部は、このコースの生徒を中

心とする45名で、毎日放課後にさらに稽古に励んでいる。

コースの20周年を記念した「在校生・卒業生有志合同公演」

に向けた練習では、南風原町に伝わる琉球絣の糸染め、か

せかけ、機織りの様子や、かぼちゃ、うーじ（さとうきび）、

綱曳きなどを舞踊で表現する。勢理客美有さんは、中学生

のときにこの公演に触発され、「私も郷土芸能をやりた

い！」と入学を決意。ゼロからのスタートだったが、「好

きだから楽しい！もっと上手くなりたい」と目を輝かせる。

　部長の宮崎花澄さんは、小さいときから琉球舞踊や三線

を習ってきた。部活では、流派にとらわれずみんなと郷土

芸能に取り組む楽しさを感じている。入学当初は、慣れな

い団体での演技、全国大会を目指す熱心な先輩たちに圧倒

されることもあったが、今は明るくて積極的な部員に助け

られているとか。12月には宮古島の小中高生とお互いの

芸能を学び合い、舞台をつくる機会があった。「宮古の子

どもたちが本島の歌を楽しそうに謡っていて、嬉しかっ

た！」。同じ沖縄でも異なる文化があることを肌で感じ、

年少の子どもたちが堂々と独唱する姿にも刺激を受けた。

また一つ、成長のきっかけをつかんだようだ。

　南風原高校の卒業生でもある大城貴幸先生は、「芸能の

基礎的なものを学ぶことで、文化の良さや歴史を知ってほ

しい」と温かく見守っている。なかには沖縄県立芸大や国

立劇場おきなわの研修生に志願し、プロの実演家を目指す

生徒もいるが、多くの生徒は保育士や介護士、バスガイド

や観光産業などに目を向けているとか。仲間と日が暮れる

まで部活に励んで、学内外での発表や大会への挑戦、それ

は生徒たちの将来にとって大きな糧になるだろう。

SANZUI  ぱっしょん 郷土芸能の楽しさ、文化と歴史を題材に～沖縄県立南風原高等学校郷土芸能部～

世界と向き合う
ダンサー

PROFILE　埼玉県出身。日本国内を拠点に
数々の国内外の振付家作品で主役や主要ダ
ンサーを務め活躍、近年では自身での振付活
動も意欲的に行う。 昨秋よりインバル・ピント
＆アヴシャロム・ポラック　ダンス・カンパニー
所属。最近の主な出演作品として、「ピーター
パン」（タイガー・リリー役）、「100万回生きた
ねこ」、「マシュー・ボーンの『ドリアン・グレ
イ』」（レディH役）など。

皆川まゆむ
Minakawa Mayumu
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2013.12.28「第１回夢ステージ子達の輝き」　於：国立劇場おきなわ小劇場（主催：宮古文化芸能社）
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